
作成 承認

5 月度

名

　にも細心な注意や心掛けが必要である。

　　内容）工場内において、計器の養生足場解体の軽作業を作業員1名で行っていた。

　　　　　丸太・被覆番線の撤去作業を行っていた際に、番線の先端が近くの縦型モーター

　　　　　冷却ファンカバーの通風口から入り、プラスチック製ファンを破損させた。

　　原因）・軽作業を作業員1名で行っていた。

　　　　　・作業前に作業場所の下見など、作業員の現場周知が不十分だった。

　　対策）・軽作業を行うにしても1名での作業は避け、最低でも2名以上で行う。

　　　　　・作業開始前のKYミーティングで、作業内容及び現場状況を作業員全員が

　　　　　　周知する。

　　　　　・現場状況に応じて保護が必要な機器等がある場合は、シート等を掛けるか、

　　　　　　板などを置いて養生を行い作業をする。

　上記のような災害・ヒヤリハット事例は、いつ何時に起きるか分からないので、予防の為

　○足場作業中に起きた破損事故について

12 日

   (AM・PM　17時　30分～ AM・PM　18時  00分)
実施場所 社内会議室
参加人数 15

会　議　内　容
●　災害・ヒヤリ・ハット事例について学ぶ

　住友化学㈱工場内において、他社での災害及びヒヤリ・ハット等が報告されているが、

　当社においても工場内で作業を行うものとして例外ではなく、細心の注意が必要である。

　その為、他社で起きた事例を参考にして話し合いを行った。
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